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(57)【要約】
【課題】光源ユニットが携帯内視鏡本体から取り外され
ているときに光源を確実にオフ状態とする。
【解決手段】内視鏡本体１１に光源ユニット１２を着脱
自在とする。光源ユニット１２にメインスイッチＳＷ１
の他に光源ユニット１２の内視鏡本体１１への着脱に連
動するスイッチＳＷ２を設ける。スイッチＳＷ２のオン
／オフにより昇圧型ＤＣ／ＤＣコンバータとして用いら
れるスイッチングレギュレータＵ１のＢＲ／ＣＴＲ端子
４のスイッチングを制御する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡本体と前記内視鏡本体に着脱自在な光源ユニットとを備える携帯内視鏡の光源駆
動装置であって、
　電源からの電圧を昇圧し光源に供給する昇圧制御素子と、
　前記光源ユニットの前記内視鏡本体への着脱状態に連動してオン／オフが切り換えられ
るスイッチ機構と、
　前記昇圧制御素子をスタンバイモードとするブレークコントロール端子に接続され、前
記スタンバイモードのオン／オフを制御する第１のスイッチ素子とを備え、
　前記第１のスイッチ素子のオン／オフが前記スイッチ機構のオン／オフによって制御さ
れ、前記光源ユニットが前記内視鏡本体から取り外されているときに、前記昇圧制御素子
をスタンバイモードにする
　ことを特徴とする携帯内視鏡の光源駆動装置。
【請求項２】
　前記光源駆動装置が手動操作されるメインスイッチを備えることを特徴とする請求項１
に記載の携帯内視鏡の光源駆動装置。
【請求項３】
　前記スイッチ機構の一方の接点が電源ラインに接続され、他方の接点が前記第１のスイ
ッチ素子のオン／オフを制御する端子に接続されることを特徴とする請求項１に記載の携
帯内視鏡の光源駆動装置。
【請求項４】
　前記昇圧制御素子を含むＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子に照明用の光源が接続され、
前記昇圧制御素子が前記照明用の光源に流れる電流が一定となるように前記出力端子の電
圧を制御することを特徴とする請求項１に記載の携帯内視鏡の光源駆動装置。
【請求項５】
　前記昇圧制御素子を含むＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子にパイロット用の光源が接続
されることを特徴とする請求項４に記載の携帯内視鏡の光源駆動装置。
【請求項６】
　前記昇圧制御素子を含むＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子に電源電圧の低下を検知し、
これを報知するための警告用の光源が接続されることを特徴とする請求項４に記載の携帯
内視鏡の光源駆動装置。
【請求項７】
　前記警告用の光源に直列に接続される第２のスイッチ素子を備え、前記第２のスイッチ
素子が前記スイッチ機構のオン／オフに連動してオン／オフされることを特徴とする請求
項６に記載の携帯内視鏡の光源駆動装置。
【請求項８】
　前記照明用の光源に直列に接続される第３のスイッチ素子を備え、前記第３のスイッチ
素子が前記スイッチ機構のオン／オフに連動してオン／オフされることを特徴とする請求
項６に記載の携帯内視鏡の光源駆動装置。
【請求項９】
　請求項１～請求項８の何れか一項に記載の光源駆動装置を備えた携帯内視鏡。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡本体と光源ユニットとが着脱自在とされ、光源ユニットの電源に電池
が用いられる携帯内視鏡の光源駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に携帯内視鏡では、内視鏡本体に着脱自在に光源ユニットが装着される。光源ユ
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ニットの電源には電池が用いられ、光源点灯のためのメインスイッチは光源ユニット本体
に設けられる。光源ユニットが内視鏡本体に装着されると光源部は内視鏡本体内に嵌入さ
れ、光源が点灯されると光は内視鏡本体に配設されたライトガイドを通して携帯内視鏡の
先端から照明光として照射される（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－３１９９０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来の構成であると、光源ユニットが携帯内視鏡本体から取り外された状態で
も、メインスイッチがオン状態にあると光源は点灯するので電池は無駄に消耗する。特に
携帯内視鏡の使用が終了し、光源ユニットを取り外して携帯内視鏡を収納する場合にメイ
ンスイッチを切り忘れると、電池の消耗は著しいものとなる。
【０００４】
　本発明は、光源ユニットが携帯内視鏡本体から取り外されると光源の電源を確実にオフ
状態とする携帯内視鏡の光源駆動装置、およびこの光源駆動装置を用いた携帯内視鏡を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の携帯内視鏡の光源駆動装置は、内視鏡本体と内視鏡本体に着脱自在な光源ユニ
ットとを備える携帯内視鏡の光源駆動装置であって、電源からの電圧を昇圧し光源に供給
する昇圧制御素子と、光源ユニットの内視鏡本体への着脱状態に連動してオン／オフが切
り換えられるスイッチ機構と、昇圧制御素子をスタンバイモードとするブレークコントロ
ール端子に接続され、スタンバイモードのオン／オフを制御する第１のスイッチ素子とを
備え、第１のスイッチ素子のオン／オフがスイッチ機構のオン／オフによって制御され、
光源ユニットが内視鏡本体から取り外されているときに、昇圧制御素子をスタンバイモー
ドにすることを特徴としている。
【０００６】
　光源駆動装置は、手動操作されるメインスイッチを備える。スイッチ機構の一方の接点
は電源ラインに接続され、他方の接点は第１のスイッチ素子のオン／オフを制御する端子
に接続される。昇圧制御素子を含むＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子には、照明用の光源
が接続され、昇圧制御素子は照明用の光源に流れる電流が一定となるように出力端子の電
圧を制御する。昇圧制御素子を含むＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子にパイロット用の光
源が接続される。昇圧制御素子を含むＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子に電源電圧の低下
を検知し、これを報知するための警告用の光源が接続される。また、光源駆動装置は、警
告用の光源に直列に接続される第２のスイッチ素子を備え、第２のスイッチ素子はスイッ
チ機構のオン／オフに連動してオン／オフされる。更に、照明用の光源に直列に接続され
る第３のスイッチ素子を備え、第３のスイッチ素子はスイッチ機構のオン／オフに連動し
てオン／オフされる。
【０００７】
　また本発明の携帯内視鏡は、上記光源駆動装置を備えた携帯内視鏡である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、光源ユニットが携帯内視鏡本体から取り外されると光源の電源を確実
にオフ状態とする携帯内視鏡の光源駆動装置、およびこの光源駆動装置を用いた携帯内視
鏡が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照して説明する。図１は、第１の実施形態におけ
る携帯内視鏡装置の構成を模式的に示すブロック図である。
【００１０】
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　携帯内視鏡１０は、内視鏡本体１１と光源ユニット１２とからなり、光源ユニット１２
は内視鏡本体１１に着脱自在である。内視鏡本体１１内には、照明光を内視鏡先端にまで
伝送するためのライトガイド１３と照明光により照明された内視鏡先端の映像を観察する
ためのイメージガイド１４が配設される。
【００１１】
　ライトガイド１３の一端である入射端は、内視鏡本体１１の操作部に配置され、その前
方にはレンズ１５が設けられる。装着された光源ユニット１２からの光は、レンズ１５を
通してライトガイド１３の入射端に集光され入射される。ライトガイド１３の他端である
射出端は、内視鏡挿入部の先端に配置され、入射された光はライトガイド１３内を伝搬さ
れて他端である射出端からレンズ１６を通して照射される。
【００１２】
　また、イメージガイド１４の一端は、内視鏡挿入部の先端に配置され、ライトガイド１
３からの照明光は、観察対象物で反射され対物レンズ１７を通してイメージガイド１４に
入射される。イメージガイド１４の他端は内視鏡本体１１の操作部に配置され、イメージ
ガイド１４を通して伝送された光学像は、接眼レンズ１８を通して観察される。
【００１３】
　内視鏡本体１１の操作部には、光源ユニット１２を装着するための光源ユニット取付部
１１Ａが設けられる。光源ユニット取付部１１Ａは、例えば円筒形状を呈し、その外周部
には雄ネジ１１Ｍが設けられる。また、光源ユニット取付部１１Ａの円筒中央には、円筒
軸に沿った円筒形の窪部１１Ｒが形成され、その底面にレンズ１５が配置される。窪部１
１Ｒには、後述するように光源ユニット１２の光源部１２Ｌが挿入される。
【００１４】
　光源ユニット１２の筐体内には、電源であるバッテリ１９が装填される。バッテリ１９
のプラス極はメインスイッチ２１を介して光源用回路基板２２に設けられた光源駆動回路
３０（図２参照）に接続される。一方、バッテリ１９のマイナス極は光源駆動回路３０の
グラウンドに接続される。
【００１５】
　光源駆動回路３０には、光源ユニット１２の内視鏡本体１１への着脱を検出するための
センサ２４が設けられる。センサ２４は例えばプッシュスイッチであり操作ピン２５を備
える。操作ピン２５の基端部はスイッチ２６に連結され、その先端方向に向けてバネなど
の付勢手段により付勢される。すなわち、操作ピン２５にバネからの付勢力以外の外力が
作用しないときには、スイッチ２６はオフ状態に維持され、操作ピン２５の先端が付勢部
材の付勢力に抗して押し戻されると、操作ピン２５は引っ込められ、スイッチ２６がオン
状態とされる。
【００１６】
　光源用回路基板２２には、照明用光源として例えばＬＥＤ光源２８が装着される。光源
２８は、光源用回路基板２２に設けられた光源駆動回路３０によりその点灯が駆動制御さ
れ、光源２８から照射された光は照明用レンズ２９を介して射出される。
【００１７】
　光源ユニット１２の筐体１２Ｃには内視鏡取付部１２Ａが設けられる。内視鏡取付部１
２Ａは、光源ユニット１２を内視鏡本体１１へ取り付けるときに、光源ユニット取付部１
１Ａに連結される連結部である。内視鏡取付部１２Ａは光源ユニット取付部１１Ａと同径
の円筒形状を呈し、その外周面には雄ネジ１２Ｍが設けられ、雄ネジ１２Ｍには、その内
周面に雌ネジが形成された回転リング部材１２Ｒが螺嵌される。
【００１８】
　内視鏡取付部１２Ａの頂面の略中央には、光源２８および照明用レンズ２９が納められ
た円筒形の光源部１２Ｌが形成され、内視鏡取付部１２Ａの円筒軸に沿って延出する。ま
た、内視鏡取付部１２Ａにおいて、雄ネジ１２Ｍに螺嵌された回転リング１２Ｒに囲まれ
、内視鏡取付部１２Ａの外周面と光源部１２Ｌの根本部とを連絡する内視鏡取付部１２Ａ
の頂面には、検出スイッチ２４が設けられる。検出スイッチ２４は、その操作ピン２５の
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軸が内視鏡取付部１２Ａの円筒軸に平行になるように配置される。
【００１９】
　光源ユニット１２を内視鏡本体１１へ取り付ける際には、光源部１２Ｌが光源ユニット
取付部１１Ａの窪部１１Ｒに挿入されるとともに、回転リング１２Ｒの雌ネジが、手動回
転操作により光源ユニット取付部１１Ａの雄ネジ１１Ｍに螺合される。すなわち、回転リ
ング１２Ｒが回転されると、回転リング１２Ｒは内視鏡取付部１２Ａの雄ネジ１２Ｍから
螺脱される方向に進むとともに、光源ユニット取付部１１Ａの雄ネジ１１Ｍに螺合され、
光源ユニット１２の内視鏡本体１１への取り付けが完了する。なお内視鏡取付部１２Ａに
は、回転リング１２Ｒが完全に内視鏡取付部１２Ａから脱落しないように、図示しない係
止機構が設けられている。
【００２０】
　光源ユニット１２の光源部１２Ｌが、光源ユニット取付部１１Ａの窪部１１Ｒに挿入さ
れると、内視鏡取付部１２Ａから突出する検出スイッチ２４の操作ピン２５の先端が、窪
部１１Ｒを取り囲む光源ユニット１１Ａの頂面に当接し、操作ピン２５は筐体１２内に向
けて押し込まれ、スイッチ２６がオン状態とされる。なお光源ユニット１２が内視鏡本体
１１から取り外されているときには、操作ピン２５にバネの付勢力以外の力が作用しない
ので、スイッチ２６はオフ状態に維持される。
【００２１】
　次に図２を参照して、第１実施形態における光源駆動回路３０の構成について説明する
。
　光源駆動回路３０には、メインスイッチ（ＳＷ１）２１を介してバッテリ（ＢＡＴＴ）
１９から電力が供給される。光源駆動回路３０ではスイッチングレギュレータＵ１が昇圧
型のＤＣ／ＤＣコンバータ（昇圧制御素子）として用いられ、バッテリ１９からの電圧が
所定電圧まで昇圧されて光源２８に供給される。
【００２２】
　スイッチングレギュレータＵ１には、例えば以下に示す８つの端子１～８が設けられて
いる。
　端子１（ＥａＩｎ）：エラーアンプの入力端子。この電圧に基づいてスイッチングレギ
ュレータ内においてパルス幅変調（ＰＷＭ）制御電圧が出力される。
　端子２（ＳＣＰ）：起動時のソフトスタート、短絡回路のタイマーを設定する。
　端子３（Ｖｃｃ）：電源端子。低電圧入力時（例えばＶｃｃ＜１．３Ｖ）には、システ
ムの誤動作防止のため出力端子をＬに固定する。
　端子４（ＢＲ／ＣＴＬ）：Ｏｕｔ端子（端子５）の入出力電流の調整、およびＯｎ／Ｏ
ｆｆ（スタンバイ）用の端子である。端子４をオープンまたはＶｃｃに接続することによ
り、スタンバイモード（例えば電源電流１μＡ以下）となる。
　端子５（Ｏｕｔ）：トーテムポール形式の出力端子。外付けのパワートランジスタＱ１
が接続される。
　端子６（ＧＮＤ）：グラウンド端子。
　端子７（ＯＳＣ）：キャパシタＣ５と抵抗Ｒ１を並列に接続し、ＰＷＭ周波数を決定す
る。
　端子８（ＦＢ）：位相補償用のキャパシタＣ３が接続されるエラーアンプの出力端子。
これは、市販ＩＣでは、東光製のＴＫ１１８４０Ｌ等が該当する。
【００２３】
　昇圧型ＤＣ／ＤＣコンバータは、スイッチングレギュレータＵ１、パワートランジスタ
Ｑ１、コイルＬ１、コンデンサＣ１、Ｃ２、ショットキーダイオードＤ１、スイッチ素子
Ｑ２などから構成され、バッテリＢＡＴＴのプラス極はメインスイッチＳＷ１を介してＤ
Ｃ／ＤＣコンバータに接続される。メインスイッチＳＷ１がオン状態とされると、スイッ
チングレギュレータＵ１の電源端子３に電流が供給され、スイッチングレギュレータＵ１
はオン状態とされる。
【００２４】
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　スイッチングレギュレータＵ１の出力端子５にはパワートランジスタＱ１が接続され、
出力端子５からベース電流が供給される。出力端子５の出力はＥａＩｎ端子１の入力電圧
により制御され、ＥａＩｎ端子１の入力電圧が低いほど、出力端子５の出力オンデューテ
ィー比が大きく設定される。すなわち、ＥａＩｎ端子１の入力電圧が低いほど１周期にお
いてパワートランジスタＱ１のベース電圧がハイとされる期間（パワートランジスタＱ１
がオン状態とされる期間）が長く設定される。
【００２５】
　ＤＣ／ＤＣコンバータの出力端はＬＥＤ１（光源２８）のアノード端子に接続され、出
力電圧ＶoutがＬＥＤ１のアノード端子に印加される。また、ＬＥＤ１のカソード端子は
、抵抗Ｒ３を介してグラウンドに接続されるとともに、抵抗Ｒ８を介してスイッチングレ
ギュレータＵ１のＥａＩｎ端子１に接続される。すなわち、ＬＥＤ１のカソード端子の電
圧がＥａＩｎ端子１によりモニタされ、パワートランジスタＱ１は、ＬＥＤ１のカソード
端子の電圧が低くなると高いオンデューティー比で駆動される。
【００２６】
　以上の構成により、バッテリＢＡＴＴの電圧は、ステップアップコンバータの原理に従
ってＤＣ／ＤＣコンバータにより昇圧され、スイッチングレギュレータＵ１はＬＥＤ１に
流れる電流が一定となるようＤＣ／ＤＣコンバータの出力電圧Ｖoutを制御する。
【００２７】
　また、本実施形態では、スイッチングレギュレータＵ１のＢＲ／ＣＴＬ端子（ブレーク
コントロール端子）４にスイッチ素子Ｑ２が接続される。スイッチ素子Ｑ２は、例えば半
導体素子で、バイポーラトランジスタやＭＯＳトランジスタで構成される抵抗内蔵トラン
ジスタである。ＢＲ／ＣＴＬ端子４は、抵抗Ｒ４を介してスイッチ素子Ｑ２のコレクタ端
子に接続され、スイッチ素子Ｑ２のエミッタ端子はグラウンドに接続される。また、スイ
ッチ素子Ｑ２のオン／オフをさせるベース端子は、内蔵抵抗および光源ユニット１２の内
視鏡本体１１の着脱を検知するスイッチ（ＳＷ２）２６を介して電源ラインへと接続され
る。
【００２８】
　すなわち、メインスイッチＳＷ１がオン状態のとき、プッシュスイッチであるスイッチ
ＳＷ２がオン状態とされると（光源ユニット１２が内視鏡本体１１に装着されると）、ス
イッチ素子Ｑ２がオン状態とされ、スイッチングレギュレータＵ１のＢＲ／ＣＴＬ端子４
は抵抗Ｒ４を介してグラウンドに接続される。一方、メインスイッチＳＷ１がオン状態で
あっても、スイッチＳＷ２がオフ状態とされると（光源ユニット１２が内視鏡本体１１か
ら取り外されると）、スイッチ素子Ｑ２がオフ状態とされ、ＢＲ／ＣＴＬ端子４はオープ
ンとなりスイッチングレギュレータＵ１は、スタンバイモードとなる。
【００２９】
　以上の構成により、例えばメインスイッチＳＷ１を切り忘れた状態で光源ユニット１２
が内視鏡本体１１から取り外されたとしても、プッシュスイッチ２４のスイッチＳＷ２が
オフ状態とされるため、スイッチングレギュレータＵ１はスタンバイモードとされ、ＬＥ
Ｄ１（光源２８）が点灯され続けることを防止できる。また、本実施形態では、スイッチ
ＳＷ２に流れる電流が少なくて済むので、スイッチＳＷ２の部材を簡易なものとすること
ができ、小型化においても有利である。
【００３０】
　更に、光源ユニット１２の内視鏡本体１１への取り付け取り外しの際には、プッシュス
イッチ２４に設けられたスイッチＳＷ２（２６）のオン／オフが繰り返され、チャタリン
グが発生するが、本実施形態では、スイッチＳＷ２は電源ラインにおいてコイルＬ１と直
列に接続されないので、チャタリングにおける異常な高電圧の発生を防止でき、回路の安
全性が確保される。
【００３１】
　なお、抵抗Ｒ８、ツェナーダイオードＤ２はＬＥＤ負荷オープン時の過電圧保護回路を
構成するもので、ＬＥＤ１による帰還ループが外れた場合に、ツェナーダイオードＤ２を
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通した帰還ループを作動させ、コイルＬ１、スイッチングレギュレータＵ１の破壊を防止
する。また、本実施形態では１個のＬＥＤを用いた場合について説明を行ったが、複数の
ＬＥＤを照明用光源として用いることも可能である。
【００３２】
　また、本実施形態の光源駆動回路３０には、光源駆動回路３０の電源がオン状態のとき
に常時点灯される緑色のパイロット用ＬＥＤ２と、バッテリＢＡＴＴの電圧が低下したと
きに点灯され警告する黄色の警告用ＬＥＤ３が設けられる。
【００３３】
　パイロット用ＬＥＤ２のアノード端子はＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子（Ｖout）に
接続され、カソード端子は抵抗Ｒ１１を介してグラウンドに接続される。警告用ＬＥＤ３
のアノード端子はＬＥＤ３と同様にＤＣ／ＤＣコンバータの出力端子に接続されるが、カ
ソード端子は抵抗Ｒ４を介して電圧検出回路素子Ｕ２に接続される。
【００３４】
　電圧検出回路素子Ｕ２は、バッテリＢＡＴＴの出力電圧をモニタするとともに、出力電
圧が所定値以下になったときに警告用ＬＥＤ３のカソード側をグラウンドに接続するスイ
ッチ回路の役割を果たす回路素子である。これにより、バッテリＢＡＴＴの残量が少なく
なり、その出力電圧が下がると警告用ＬＥＤ３が点灯される。
【００３５】
　図３に電圧検出回路素子Ｕ２の回路構成を示し、その動作について説明する。電圧検出
回路素子Ｕ２には、基準電圧生成回路３１が設けられており、例えば２．３（Ｖ）の基準
電圧を生成する。この基準電圧と、バッテリＢＡＴＴのプラス極とマイナス極の間の電圧
（Ｖss－ＶDD）を抵抗比で分割した電圧が、それぞれコンパレータ３２に入力される。コ
ンパレータ３２は、これらの電圧の高低を比較し、バッテリＢＡＴＴの出力電圧が、基準
電圧である２．３（Ｖ）よりも低いか否かを比較する。
【００３６】
　コンパレータ３２は、バッテリＢＡＴＴの抵抗分割された電圧が基準電圧よりも低いと
き、ｎチャンネルＦＥＴ３３のゲートにＨＩの電圧を出力する。すなわち、バッテリＢＡ
ＴＴの出力電圧が、所定電圧よりも下がり、抵抗分割された電圧が基準電圧よりも低くな
ると、ｎチャンネルＦＥＴ３３のゲートがＨＩとなり、ドレイン、ソース間に電流が流れ
る。これにより、警告用ＬＥＤ３のカソード側端子は、抵抗Ｒ４を介してグラウンドに接
続され、警告用ＬＥＤ３が点灯する。
【００３７】
　次に、図４を参照して、本発明の第２実施形態について説明する。第２実施形態の携帯
内視鏡装置の構成は第１実施形態の構成と略同様であるため、その構成が異なる部分につ
いてのみ説明を行い、同じ構成要素については同一参照符号を用いその説明を省略する。
なお、図４は、第２実施形態の光源ユニット１２に設けられた光源駆動回路のブロック図
である。
【００３８】
　第２実施形態の光源駆動回路４０の基本的な構成は第１実施形態の電源回路３０と略同
様であり、異なるのは、警告用ＬＥＤ３のカソード側にスイッチ素子Ｑ３を設けたことと
、照明用ＬＥＤ１のカソード側にスイッチ素子Ｑ４を設けたことである。
【００３９】
　例えば第１実施形態の光源駆動回路３０の場合、光源ユニット１２が内視鏡本体１１か
ら取り外され、スイッチＳＷ２がオフ状態にあってＤＣ／ＤＣコンバータがオフ状態にあ
っても、メインスイッチＳＷ１がオン状態とされていると、ＤＣ／ＤＣコンバータの出力
側はコイルＬ１を通してバッテリＢＡＴＴに接続されているので、バッテリ電圧が高いと
照明用ＬＥＤ１が点灯してしまう。
【００４０】
　また、バッテリ電圧が警告用ＬＥＤ３が点灯されるレベルまで低下した場合には、同様
にスイッチＳＷ２がオフ状態にあってＤＣ／ＤＣコンバータがオフ状態にあっても、メイ
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【００４１】
　照明用ＬＥＤ１を複数段とすればスイッチＳＷ２がオフのときの照明用ＬＥＤ１の点灯
を防止できるが、部品点数、コスト、回路効率、発熱の問題から不利である。また、警告
用ＬＥＤ３の点灯は、ＬＥＤの順方向電圧降下ＶＦが大きければ点灯は起こりにくいが、
カラーＬＥＤは一般にＶＦが低い。
【００４２】
　本発明の第２実施形態では、警告用ＬＥＤ３のカソード側、抵抗Ｒ４と電圧検出回路素
子Ｕ２との間にスイッチ素子Ｑ３を配置し、照明用ＬＥＤ１の電流モニタ用抵抗Ｒ３のグ
ラウンド側にスイッチ素子Ｑ４を設けた。スイッチ素子Ｑ３、Ｑ４は、スイッチ素子Ｑ２
と同様に、例えば半導体素子で、バイポーラトランジスタやＭＯＳトランジスタで構成さ
れる抵抗内蔵トランジスタである。
【００４３】
　例えば、スイッチ素子Ｑ３はバイポーラトランジスタを用いた素子で、コレクタ端子が
抵抗Ｒ４に接続され、エミッタ端子が電圧検出回路素子Ｕ２のＯＵＴ端子に接続される。
また、ベース端子は、内蔵抵抗を介してスイッチＳＷ２に接続される。スイッチ素子Ｑ４
は、例えばＭＯＳトランジスタを用いた素子で、ドレイン端子が抵抗Ｒ３に接続され、ソ
ース端子がグラウンドに接続される。また、ゲート端子は、内蔵抵抗を介してスイッチＳ
Ｗ２に接続される。
【００４４】
　したがって、スイッチＳＷ２がオフ状態のとき、スイッチ素子Ｑ３、Ｑ４はオフ状態と
され、スイッチＳＷ２がオン状態とされると、スイッチ素子Ｑ２とともに、スイッチ素子
Ｑ３、Ｑ４がオン状態とされる。すなわち、スイッチＳＷ２がオフ状態のとき、ＬＥＤ１
、ＬＥＤ３は常にオフ状態に維持される。
【００４５】
　以上のように、第２実施形態によれば、簡略な構成でスイッチＳＷ２がオフ状態のとき
に確実に照明用ＬＥＤおよび警告用ＬＥＤの点灯を防止できる。
【００４６】
　なお、パイロット用ＬＥＤ２のグラウンド側にスイッチ素子を更に設けることも可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】第１実施形態における携帯内視鏡装置の構成を模式的に示すブロック図である。
【図２】第１実施形態の光源駆動回路のブロック図である。
【図３】電圧検出回路素子のブロック図である。
【図４】第２実施形態における携帯内視鏡装置の構成を模式的に示すブロック図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１０　携帯内視鏡
　１１　内視鏡本体
　１２　光源ユニット
　２１（ＳＷ１）　メインスイッチ
　２６（ＳＷ２）　検出スイッチ
　ＬＥＤ１　照明用光源
　ＬＥＤ２　パイロット用光源
　ＬＥＤ３　警告用光源
　Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４　スイッチ素子
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